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川島　佐枝子
　令和元年の会報「さち」第20号の発行にあたりご挨拶申し上げます。5月の定

期総会にて会長の任を拝しました。会員、関係者の皆様のご支援とご協力を賜り

頑張っていく所存ですのでよろしくお願いいたします。

　さて、「さちの会」は平成11年に設立し、20周年を迎えました。地域の保健活

動に貢献し、更に資質の向上、会員相互の親睦を図る活動をして来ました。特に、

平成23年の東日本大震災を機に、研修会では災害支援の知識を深めると共に、視察研修では宮城

県、福島県他の現地視察を積み重ねて来ました。その結果、市町村保健師の後方支援を担えればと

の考えから、令和元年8月20日付けで「災害支援ボランティア実施要綱」を制定しました。今後、

会員の協力を得て市町村の皆様と連携をとり、しっかり取り組んでいく所存です。

　第2回研修会は20周年記念として、ドキュメンタリー映画「1000年後の未来へー 3.11保健師た

ちの証言ー」を製作、監督された都鳥伸也氏に講演して頂き、参加者一同大変感動し共感致しまし

た。

　今後、私達が経験した事を現職の皆様の参考にして頂くためにも交流を深め、共々に緊急時にお

ける支援活動の一役を果たせればと思っています。さらに「さちの会」が目指す“笑顔輝く「さち」

の地域づくり”のため、自身の健康を含め多くの方々の健康増進の一助となるべく活動してまいり

ます。

会長あいさつ

「令和元年度　第２回研修会」（12月12日）

会 報　さち会 報　さち
第20号

創立20周年
記念号
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　群馬県在宅保健師「さちの会」創立20周年、

おめでとうございます。心からお祝い申し上げ

ます。

　会員の皆様には、これまで市町村及び国保連

合会の各種保健事業への支援をはじめ、地域住

民の健康の保持増進に御尽力されてきたことに

対しまして、改めて感謝申し上げるとともに、

心から敬意を表する次第であります。

　さて、国におきましては、医療費の増加や高

齢化社会に対応し、健康寿命の延伸を図る取組

が益々求められていることから、これを実現す

るために、国保の保健事業はもとより、令和2

年4月1日からは「高齢者の保健事業と介護予防

の一体的な実施」がなされようとしております。

　群馬県国保連合会では、この一体的な実施に

ついては、国保データベース（ＫＤＢ）システ

ムを活用して市町村等への支援を行っていく予

定でありますが、今後は「さちの会」の皆様にも、

ＫＤＢシステムについての情報提供や、その利

活用を支援していきたいと考えております。

　また、本会では、昨年度から市町村支援とし

て「特定保健指導利用勧奨事業」を実施し、電

話による保健指導の利用勧奨を行っております

が、今後も、より効果的な保健活動の支援とな

るよう、「さちの会」の皆様の御協力をお願い

いたします。

　「さちの会」では、昨年8月に「災害支援ボ

ランティア実施要綱」を策定し、災害時におけ

る地域の保健活動の支援にも取り組む体制を整

えたことは誠に意義があり、今後の活動にも大

いに期待するところであります。

　本会では、今後も会員の皆様の保健活動に役

立つ情報を提供してまいりますので、会員の皆

様におかれましては、健康には十分留意され、

地域住民が健康で安心して暮らしていけるよう、

御尽力をいただくとともに、本会の保健事業に

も、引き続き御協力をお願い申し上げます。

　結びになりますが、「さちの会」の益々のご

発展と、会員の皆様方のご活躍を祈念いたしま

して、お祝いの言葉といたします。

祝辞祝辞

  「さちの会」創立20周年記念を祝して

群馬県国民健康保険団体連合会
常務理事　椛澤　康幸
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「さちの会」20周年に
寄せて
群馬県健康福祉部医務課
課長　中島　高志

　群馬県在宅保健師「さちの会」が、20周年

を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上

げます。貴会は設立以来、豊富な知識と経験を

生かして地域保健の向上に貢献し、さらなる質

向上のために研鑽を続けて来られました。これ

もひとえに、会員の皆様をはじめ事務局の方々

の熱意と努力の賜であり、改めて敬意を表しま

す。

　皆様は、長年にわたり住民の中で生活や生命

と向き合う活動を実践し、その経験と信念を後

輩達につなぐという使命感を持って、健康劇や

現役保健師達との交流会、さらには災害支援ボ

ランティア事業の構築など幅広く活動されてい

ます。このような取組を通して皆様の活動の本

質が後輩達に受け継がれ、本県の保健師活動が、

より一層充実するものと期待しております。

　さて、人口減少や少子高齢化が急速に進展

し、人びとの暮らしや地域のあり方が多様化し

てきています。こうした中、県では、誰もが住

み慣れた地域で暮らし、より長く元気に活躍で

きる社会の実現を目指して、健康寿命の延伸や

保健医療人材の確保等に取り組んでいます。

　貴会におかれましては、20年の着実な活動

を礎として、今後とも地域保健の推進に御協力

を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、貴会の今後ますますの御発展と、皆

様方の御健勝、御活躍を祈念し、お祝いの言葉

といたします。

「さちの会」創立
20周年記念号に寄せて
公益社団法人群馬県看護協会
会長　荻原　京子

　在宅保健師「さちの会」が創立20周年を迎

えられ、ここに記念号を発刊されますことに心

よりお祝いを申し上げます。

　貴会におかれましては、会員の皆さまが豊富

な知識や経験を活かし、市町村の保健事業や地

域の保健活動、災害支援に尽力されるととも

に、研修開催等により自己研さんを積まれ、ま

た会員相互の親睦を図るなど、多岐にわたる活

動に取り組まれておりますことに心から敬意を

表します。

　少子超高齢社会を迎え、地域包括ケアシステ

ムの構築と推進が進められておりますが、医療

と生活の視点を持つ看護職の活躍が、今ほど必

要とされている時はないと言われております。

日頃より地域包括ケアの実践者として、保健・

医療・福祉と幅広く活動していただいておりま

す皆様には、元気と勇気をいただいておりま

す。この大きなパワーの源は、皆様がお持ちの

保健師としての責任感と信念につながる熱い思

いであり、専門的知識を持って優しく人を思い

やる気持ちと行動力が備わってこその充実した

活動ではないかと思います。

　群馬県看護協会は、看護の質向上、就労促

進、看護の役割拡大と発展をめざし、事業を推

進しております。「さちの会」の皆様のご理解

ご協力をいただきながら、ともに力を合わせ、

看護の力で健康な社会づくりをめざしてまいり

ます。

　結びに、今後も役員の皆さまをはじめ会員皆

様のご健勝とご活躍を願いつつ、「さちの会」

のますますのご発展を祈念いたします。
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植松　みよ

平成21年度～
　平成22年度会長

　「さちの会」創立20周年おめでとうございま

す。

　思い返せば在宅保健師の会の立ち上げから会

員として名を連ねています。子育ての合間を縫

って保健師の仕事をしていた身としては打って

付けの組織で、毎回の出席を楽しみにしていま

した。専門職としての研修に留まらず広く社会

の状況に合ったものやその時のホットな話題も

取り入れた研修会は視野を広げ、専門職として

の自己研鑽にも繋がりました。また、群馬県各

地で働く大先輩や同じ立場で働く保健師との親

睦は、共感することが多く、同業者として心温

まり活力が得られました。

　丁度10年前に会長の任務を担い、会員と共

に活動できたことは、今でも良い思い出となり

甦ります。その頃より会費を払うようになった

り、ブロックの活動が始まったりと、少しずつ

内容も変わってきました。一時100名を超える

会員がいたのですが徐々に減ってきているのは

少し残念です。本部より勧められた健康劇も今

は定着し予防活動の一端を担っています。研修

も被災地に赴いたり、現場の保健師の話を聴い

たりと充実した研修会だと思っています。

　これからも「さちの会」が益々発展し地域の

健康教育に役立つことを心より願っています。

最後に国保連合会のご支援ご協力に感謝し、国

保連合会の益々の発展を祈念いたします。

赤石　はる子

平成23年度～
　平成26年度会長

　平成23年3月11日、自宅で大きな揺れを感

じ妊婦の娘と慌てて庭に飛び出し、見上げた北

東の空の不気味な真っ黒い雲を今でも鮮明に覚

えています。

　東日本大震災から約2か月半後に就任し、4年

間の活動は皆さんに支えられ「さちの会」とし

ての防災活動の基礎づくりだったと思います。

　震災から1年後の平成24年度研修会で、岩手

看護短期大学の鈴木るり子教授より「2011.3.�

11東日本大震災からの復興　私達はこれから

何をすべきかー岩手県大槌町の保健師による全

戸家庭訪問健康調査から見えてきたことー」の

演題で詳細にお聞きすることができました。

　その半年後には現地、石巻市役所の保健課長

さんの説明と地元保健師さんの案内で生々しい

災害現場の実際に触れ、災害の恐ろしさと住民

に一番近い存在の保健師はその時何をしなけれ

ばならないか等大きな課題を背負わされた思い

でした。

　平成25年度は長野県在宅看護職信濃の会の

小林澄子氏から「長野県栄村の大震災から学ぶ

保健師活動」を研修しました。

　平成26年度は福島第一原発事故により仮設住

宅で暮らす双葉郡浪江町の人たちとの交流会

と、福島県在宅保健師の会「絆」との交流会を

実施しました。その中で、自らも被災しながら

住民の安否確認に奔走した実体験を聞き、身に

迫るものを感じました。翌日は飯館村で支援活

動を続ける草津町の土屋由美子保健師の報告や

村の保健師さんから被災で地元を離れた住民の

追跡調査など想像を超えた実態を知りました。

歴代会長の思い歴代会長の思い
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　そして任期最後の事業では、平成27年2月、

映画「1000年後の未来へー3.11保健師たちの

証言ー」の上映と製作に携わったＮＰＯ法人公

衆衛生看護研究所事務局長　菊地頌子氏の講演

「東日本大震災をきっかけに改めて看護職の存

在を見つめなおす」には、学生さん68名を含

む330名の参加がありました。

　災害は自然災害だけではありません。群馬県

の保健師たちは30年前、あの「日航機御巣鷹

山墜落事故」という大惨事を経験しました。そ

の活動記録が残されていないことを知り、当時

携わった保健師の、研修会での伝えたいこと等

の内容を中心に冊子作成に取り掛かりました。

その大仕事は後輩に繋ぎ、平成28年5月に「日

航機御巣鷹山墜落事故30年目の記憶－群馬の

保健師たちの証言－」が発刊されました。

　その他、平成26年3月群馬県国保連合会発行

「今、想いをこめて未来につなぐ～新たな一歩

を踏み出す群馬の保健師活動～」の発刊に関わ

る中で、活動の歴史と共にその時々追い求めて

きた保健師像に触れることができました。

　過去は現在に現在は未来へ繋がっています。

先輩たちが繋いでくれた保健師魂をあなた方に

託します。今度はあなたから後輩にしっかり手

渡してほしい。

　私は今、後期高齢者となりこれからは保健師

の看板を疲れない程度に背負いつつ、「さちの会」

活動もゆっくりとついて行きたいと思います。

鈴木　いせ

平成27年度～
　平成30年度会長

　「さちの会」20周年おめでとうございます。

　平成最後4年間の活動に携わる中で一番印象

に残ったのは、「日航機御巣鷹山墜落事故30年

目の記憶－群馬の保健師たちの証言－」を作成

できたことです。総会時報告していただいた内

容のテープおこしから始まり、加えて救護活動

に従事した経験を持つ保健師にも原稿を沢山寄

せていただきました。「こんなに年月が経って

から…」と思われた人もいるでしょう。文章を

読むとあの大きな事故を振り返り、記憶を呼び

起こす作業がいかに辛いかに想いが至ります。

「心の整理をつけるには良い時期だった」と言

って下さった言葉に救われました。会員の皆様、

関係機関にお送りし沢山の反響をいただきまし

た。その後、会として視察研修として御巣鷹山

に慰霊登山を実施できたことで一連の締めくく

りとなりました。

　「さちの会」では、東日本大震災以後ずっと

災害支援の学びを深め、自分たちに何ができる

のかを考えて来ました。今や地球温暖化もあり、

自然災害に想定外はないと言われています。全

国の情報を集め、検討を重ねてボランティア要

綱をお示しすることができました。不備な部分

は実施する中で改善して欲しいと思います。

　生涯現役を貫いた先輩の背を追いながらも健

康寿命の文字がちらついて来ます。令和と20

年目のスタートにあたり現役の保健師や地域の

皆様に支援ができる「さちの会」の新たなスタ

ートができる事を祈っています。
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会員からひとこと会員からひとこと

中・北毛ブロック

「災害とボランティア」

青島　謹子

　平成27年3月、創立15周

年号が発行された。それから

5年、20周年を迎える。昨年

10月台風19号があり、人的、

物的損害が甚だしく、ボラン

ティアの必要が大きかった。

「さちの会」では、ボランテ

ィア活動協力の可否を調査し

ている。保健師としては、ボ

ランティア参加は必須のこと

である。しかしボランティア

を必要とすること自体は不幸

なことと言わねばならない。

（令和元年11月）

上原　カツ江

　「さちの会」創立20周年お

めでとうございます。退職し

て十数年経ちました。退職後、

数年間は看護協会役員や非常

勤講師（看護学校、保育大学

校等）等でお世話になりまし

た。現在は、ボランティア２

ヶ所（前橋市消費生活啓発員

の会、町内の買物支援）と趣

味２つの日常です。今後とも

よろしくお願い致します。

児玉　悦子

　「さちの会」は、今年20周

年。私が参加する「群馬県緑

のインタープリター会」（自

然の大切さを伝える）の活動

も来年で20周年。事務局を

担当して6年目。活動は、「さ

ちの会」と同じ時期に重なる。

20年は、長い様な短い様な

不思議な感じだ。今後も活動

を続けたいと思う。

山野　紀美江

　「さちの会」は、研修会や

ブロック別活動のほか、国保

連合会の特定保健指導利用勧

奨事業への協力、災害ボラン

ティア支援など活動範囲が広

がってきています。20年積

み上げてきた歴史を、これか

らもコツコツと繋げていける

ようにと思っています。

髙山　陽子

　冬枯れの景色に、赤の山茶

花、黄色の柚子が陽だまりを

さらに暖かくさせている散歩

道。お茶に誘われ、大根、白

菜、ちくわの入った炒め物を

ふるまわれ、人を招き入れる

笑顔と心に温もりと、うれし

さを感じる今日この頃です。

改めてこの会を存続されて来

られた諸先輩のみなさまにお

礼を申し上げます。

丸山　律子

　「さちの会」の研修会等に参

加させていただくと、熱気溢

れるお話を聴くことができ勉

強になったり元気をもらえた

りしています。また、このよ

うな場を設けてくださる役員

の方や事務局の皆様本当にあ

りがとうございます。これか

らも楽しみにしております。

「『さちの会』と私」

武政　礼子

　私が平成23年に親の介護

を終えて「さちの会」に参加

した時、中毛ブロックでは健

康をテーマに寸劇に取り組ん

でいた。最初に高齢者のサロ

ンで行った時の緊張は忘れら

れないが、私もいつの間にか

メンバーとなり楽しんでい

た。私はこれからも「さちの

会」で仲間と楽しく学びなが

ら、またウォーキングも続け

て生活を充実させたい。
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西毛ブロック 東毛ブロック

「ありのまま」

大塚　和子

　役員の皆様には大変お世話

になり感謝申し上げます。早

くも八何半ば過ぎた私です

が、西毛地区の健康劇で痴呆

老人役をしています。

　呆け予防に漢詩を学び、自

作詩を吟じたり、週一回指導

を受けています。

　力学無成悔己遅

（努力し学んだ詩は、その甲

斐もなく悔いても己に遅い。）

　白髪空餘天欲曙

（白髪のみいたずらに増え、ま

た一年が終わろうとしている。）

　心身ともに健やかに来る年

も有意に生きたい。

土屋　和子

　「さちの会」西毛ブロック

の健康教育は寸劇を入れてし

ています。私は認知症予防の

寸劇で娘役、認知症の母親役

は20歳年上の大先輩です。

先輩は名女優でなお且つ毎回

参加者に合わせてのアドリブ

で笑いを誘い楽しく分かりや

すい内容で実施し充実した時

間を過ごしています。先輩の

年齢まで活動できるか自信は

ないけれど見習っていきま

す。よろしくお願いいたしま

す。

杉山　友江
　私は会が発足され7年目を
迎えた年に入会。保健師現役
時代から先輩や後輩の皆さん
に叱咤激励され温かな指導と
見守りで過ごす事ができた。
この事は生涯にわたり有り難
い事だと思っている。また、
会で先輩たちに会うと元気で
矍
かく

鑠
しゃく

としていて、その姿にい
つも感動して帰った。今の私
は先輩をお手本に生活する毎
日です。

田島　富江
　2010年3月に現役を退い
て、早10年になろうとして
います。お陰様で無病息災に
過ごしております。「保健師」
とは健康を保つ（自他共に）
ことを職業とする人という事
になると思います。人が健康
で過ごすには、「栄養・運動・
休養」が大切であると教えら
れてきました。そこで、私が
健康でいられるのは何故かな
と改めて考えてみました。
１．�食事は、腹八分で好き嫌
いはあまりない事。

２．�40年位前、国保連合会
の研修会で受けた自彊術
という健康体操を、今も
仲間と続けている事。

３．�趣味の篠笛を、15年以
上仲間と続けている事。

　自彊術体操も篠笛も腹式呼
吸をするので、知らず知らず
の内に健康につながっている
のだと、改めて思います。「継
続は力なり」という事でしょ
うか。

「生
い の ち

命の貯蓄体操で生涯現役！」

高橋　和子

　私の趣味は野菜づくり。い

ろいろな野菜を自分で作る

と、ケチケチしないでたっぷ

り食べられるのが良い。こん

な野菜づくりがいつまでも出

来るように生
いのち

命の貯蓄体操で

身体づくりをしている。腰が

痛くなったときは、体操で念

入りにコリをほぐすとスッキ

リと楽になる。この生
いのち

命の貯

蓄体操は「さちの会」の会員

の中にも指導者が何人もいま

す。皆さんにお勧めしたい健

康法です。

「楽しい健康劇」

松本　勝代

　西毛地区で健康劇を始めて

10年になります。シナリオ

はテレビの「ためしてガッテ

ン」や、健康番組、新聞の健

康記事等から題材を集めて作

っております。劇はアドリブ

自由、名女優・大女優がおも

しろおかしく演じてくれま

す。お陰で会場は大笑い。楽

しかった、ためになったと好

評です。やっている方も楽し

んでおります。
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年
度

役
　
　
　
　
員

ブ
ロ
ッ
ク
世
話
人

会
　
長

副
会
長

副
会
長
�

（
事
務
局
）

幹
　
　
事

顧
　
問

中
毛
�※

西
毛

東
毛

北
毛

H
1
1
年
度

小
川
　
幸
子

恩
田
　
光
代

阿
部
ま
さ
子

藤
田
　
と
み

宮
下
　
歌
子

山
本
　
波
子

H
1
2
年
度

小
川
　
幸
子

恩
田
　
光
代

阿
部
ま
さ
子

藤
田
　
と
み

宮
下
　
歌
子

山
本
　
波
子

H
1
3
年
度

山
本
　
波
子

宮
下
　
歌
子

齋
藤
す
い
子

藤
田
　
と
み

植
松
　
み
よ

梼
木
美
佐
子

H
1
4
年
度

山
本
　
波
子

宮
下
　
歌
子

齋
藤
す
い
子

藤
田
　
と
み

植
松
　
み
よ

梼
木
美
佐
子

H
1
5
年
度

山
本
　
波
子

宮
下
　
歌
子

青
島
　
謹
子

大
塚
　
和
子

植
松
　
み
よ

梼
木
美
佐
子

H
1
6
年
度

山
本
　
波
子

青
島
　
謹
子

児
玉
　
悦
子

大
塚
　
和
子

植
松
　
み
よ

梼
木
美
佐
子

H
1
7
年
度

青
島
　
謹
子

植
松
　
み
よ

児
玉
　
悦
子

大
塚
　
和
子

村
田
美
知
代

星
野
智
恵
子

H
1
8
年
度

青
島
　
謹
子

植
松
　
み
よ

赤
石
は
る
子

大
塚
　
和
子

村
田
美
知
代

星
野
智
恵
子

H
1
9
年
度

青
島
　
謹
子

植
松
　
み
よ

品
川
　
孝
恵

赤
石
は
る
子

鈴
木
　
い
せ

村
田
美
知
代

星
野
智
恵
子

内
堀
千
代
子

松
本
　
勝
代

亀
山
　
タ
ケ

宮
下
　
歌
子

H
2
0
年
度

青
島
　
謹
子

植
松
　
み
よ

品
川
　
孝
恵

赤
石
は
る
子

鈴
木
　
い
せ

村
田
美
知
代

宮
崎
　
孝
子

内
堀
千
代
子

松
本
　
勝
代

亀
山
　
タ
ケ

宮
下
　
歌
子

H
2
1
年
度

植
松
　
み
よ

赤
石
は
る
子

品
川
　
孝
恵

青
島
　
謹
子

鈴
木
　
い
せ

河
野
　
清
江

宮
崎
　
孝
子

狩
野
き
み
子

松
本
　
勝
代

亀
山
　
タ
ケ

H
2
2
年
度

植
松
　
み
よ

赤
石
は
る
子

品
川
　
孝
恵

青
島
　
謹
子

鈴
木
　
い
せ

河
野
　
清
江

川
井
　
真
弓

内
堀
千
代
子

狩
野
き
み
子

松
本
　
勝
代

亀
山
　
タ
ケ

H
2
3
年
度

赤
石
は
る
子

鈴
木
　
い
せ

品
川
　
孝
恵

青
島
　
謹
子

植
松
　
み
よ

鬼
形
イ
シ
子

川
井
　
真
弓

内
堀
千
代
子

狩
野
き
み
子

松
本
　
勝
代

亀
山
　
タ
ケ

H
2
4
年
度

赤
石
は
る
子

鈴
木
　
い
せ

品
川
　
孝
恵

青
島
　
謹
子

植
松
　
み
よ

鬼
形
イ
シ
子

川
井
　
真
弓

内
堀
千
代
子

狩
野
き
み
子

松
本
　
勝
代

亀
山
　
タ
ケ

H
2
5
年
度

赤
石
は
る
子

鈴
木
　
い
せ

品
川
　
孝
恵

青
島
　
謹
子

植
松
　
み
よ

狩
野
き
み
子

川
島
佐
枝
子

内
堀
千
代
子

新
井
　
静
江

松
本
　
勝
代

杉
山
　
友
江

H
2
6
年
度

赤
石
は
る
子

鈴
木
　
い
せ

品
川
　
孝
恵

青
島
　
謹
子

植
松
　
み
よ

狩
野
き
み
子

川
島
佐
枝
子

内
堀
千
代
子

新
井
　
静
江

松
本
　
勝
代

杉
山
　
友
江

H
2
7
年
度

鈴
木
　
い
せ

川
島
佐
枝
子

品
川
　
孝
恵

田
子
　
真
弓

阪
本
ゆ
か
り

狩
野
き
み
子

赤
石
は
る
子

新
井
　
静
江

鬼
形
イ
シ
子

杉
山
　
友
江

H
2
8
年
度

鈴
木
　
い
せ

川
島
佐
枝
子

品
川
　
孝
恵

田
子
　
真
弓

阪
本
ゆ
か
り

狩
野
き
み
子

赤
石
は
る
子

新
井
　
静
江

鬼
形
イ
シ
子

杉
山
　
友
江

H
2
9
年
度

鈴
木
　
い
せ

川
島
佐
枝
子

田
子
　
真
弓

武
政
　
礼
子

髙
山
　
陽
子

高
橋
　
和
子

赤
石
は
る
子

剣
持
　
君
枝

鬼
形
イ
シ
子

高
橋
　
好
美

H
3
0
年
度

鈴
木
　
い
せ

川
島
佐
枝
子

田
子
　
真
弓

武
政
　
礼
子

髙
山
　
陽
子

高
橋
　
和
子

赤
石
は
る
子

剣
持
　
君
枝

鬼
形
イ
シ
子

高
橋
　
好
美

R
元
年
度

川
島
佐
枝
子

武
政
　
礼
子

田
子
　
真
弓

髙
山
　
陽
子

土
屋
　
和
子

鈴
木
　
い
せ

赤
石
は
る
子

新
井
　
静
江

鬼
形
イ
シ
子

高
橋
　
好
美

歴
代

役
員

・
ブ

ロ
ッ

ク
世

話
人

名
簿

初
代

～
令

和
元

年
度

ま
で

※
中
毛
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
平
成
2
4
年
度
か
ら
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
と
合
併
し
、

　
中
・
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。
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年
度

（
西
暦
）

視
察
研
修
会

（
●
…
県
外
、
○
…
県
内
）

会
員
研
修
会

そ
の
他
、
会
に
関
す
る
で
き
ご
と

保
健
師
等
研
修
会

（
旧
「
在
宅
保
健
師
等
研
修
会
」）

（
群
馬
県
国
保
連
合
会
事
業
）

在
宅
保
健
師
派
遣
事
業

（
群
馬
県
国
保
連
合
会
事
業
）

H
2
1

（
2
0
0
9
）

●
長
野
県

・
保
健
婦
資
料
館

・
�長
野
県
在
宅
看
護
職
の

会

・
総
会
時
研
修
会

「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
コ
ツ
」

東
京
福
祉
大
学
　
教
授
　
手
島
茂
樹

・
年
会
費
1
,0
0
0
円
の
徴
収
開
始

・「
さ
ち
の
会
」
創
立
1
0
周
年

・
福
島
県
在
宅
保
健
師
の
会
　
視
察
受
け
入
れ

・
�中
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
研
修
会

・
�西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
健
康
劇
初
演
（
高
崎
市
中
居
公
民
館
）

・
�「
玉
村
町
モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
『
特
定
健
診

と
受
診
に
関
す
る
訪
問
調
査
』
結
果
報
告
」

東
京
福
祉
大
学
　
教
授
　
手
島
茂
樹

・
さ
わ
や
か
・
の
び
の
び
体
操
の

　
普
及
事
業

　
・
特
定
健
診
等
支
援
モ
デ
ル
事
業

H
2
2

（
2
0
1
0
）

●
�埼
玉
県

・
や
ど
か
り
の
里

　
�（
精
神
障
害
者
作
業
所

　
他
）

・
�埼
玉
県
在
宅
保
健
活
動

者
「
青
空
の
会
」

・
�総
会
時
研
修
会

　「
み
ん
な
の
尾
瀬
を
み
ん
な
で
守
り
、

�
み
ん
な
で
楽
し
む
」

尾
瀬
保
護
財
団
　
安
類
智
仁

・
現
役
世
代
の
在
宅
保
健
師
研
修
会

・
設
立
1
0
周
年
祝
賀
会

・
 第

1
3

回
全

国
地

域
保

健
大

会
　

日
本

公
衆

衛
生

協
会

長
表

彰
を

受
賞

・
会
に
顧
問
1
名
設
置
（
総
会
に
て
決
定
）

・
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
健
康
劇
4
回
上
演

・
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
研
修
会

・
�「
特
定
健
診
等
支
援
モ
デ
ル
事
業
報
告
と
心
理

学
か
ら
学
ぶ
未
受
診
者
等
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

法
」

東
京
福
祉
大
学
　
講
師
　
松
坂
秀
雄

H
2
3

（
2
0
1
1
）

〇
高
崎
市

・
高
崎
市
保
健
所

・
�高
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー

・
総
会
時
研
修
会

「
群
馬
県
の
精
神
保
健
活
動
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
」

精
神
科
医
・
作
家
　
中
沢
正
夫

・「
未
来
に
つ
な
ぐ
保
健
師
活
動
」
研
修
会

「
さ
ち
の
会
」
顧
問
　
　
内
堀
千
代
子

草
津
町
健
康
推
進
課
長
�　
土
屋
由
美
子

・
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
活
動

　
�於
：
草
津
町
　
対
象
：
南
相
馬
市
か
ら
の
避
難
者

・「
保
健
師
の
歴
史
編
さ
ん
」
協
力
委
員
会
発
足

・
健
康
劇
研
修
会

・
�中
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
健
康
劇
初
演
（
前
橋
市
紅
雲
町
）

・
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
健
康
劇
7
回
上
演

・
�東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
学
習
会
「
公
衆
衛
生
を
支
え
る
保
健

所
と
保
健
師
」

・
�「
さ
ち
の
会
」
へ
の
補
助
金
支
出
が
群
馬
県
国
保
連
合

会
か
ら
厚
生
労
働
省
に
な
る
。

・「
保
健
指
導
者
自
身
が
幸
福
で
あ
る
た
め
に
」

東
京
福
祉
大
学
　
講
師
　
松
坂
秀
雄

　
　
・
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
支
援
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
・
特
定
健
診
等
周
知
事
業

H
2
4

（
2
0
1
2
）

●
宮
城
県

　
石
巻
市
役
所

（
名
称
変
更
）

第
１

回
研

修
会

　「
2
0
1
1
.3
.1
1
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

　
�私
達
は
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か
　
－
岩
手

県
大
槌
町
の
保
健
師
に
よ
る
全
戸
家
庭
訪
問

　
健
康
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
－
」

岩
手

看
護

短
期

大
学

　
専

攻
科

主
任

・
教

授
　

　
鈴

木
る

り
子

・
第

２
回

研
修

会
　
(1
)「
公
衆
衛
生
を
支
え
る
保
健
所
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
師
活
動
」

群
馬
県
在
宅
保
健
師
「
さ
ち
の
会
」
幹
事

青
島
謹
子

　
(2
)「
住
民
と
と
も
に
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
公
衆
衛
生
活
動
」

高
崎
市
保
健
所
長
　
　
津
久
井
智

・
�「
保
健
師
の
歴
史
編
さ
ん
」
協
力
委
員
会
を
事
業
化

・
�長
野
県
在
宅
看
護
職
の
会
信
濃
の
会
と
の
交
流
会

・
�宮
城
県
在
宅
保
健
活
動
者
連
絡
協
議
会
「
け
や
き
の
会
」

の
視
察
受
け
入
れ

・
�千
葉
県
在
宅
看
護
職
等
の
会
「
ま
き
の
会
」
の
視
察
受

け
入
れ

・
�中
毛
ブ
ロ
ッ
ク
と
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
が
合
併
し
、
３
ブ
ロ

ッ
ク
に

・
健
康
劇
：
中
・
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
9
回
上
演

　
　
　
　
��
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
　
5
回
上
演

・
�東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　「
手
ぬ
ぐ
い
を
利
用
し
た
手
造
り
帽

子
」
作
成
　（
視
察
研
修
で
の
石
巻
市
へ
の
手
土
産
）

・
�「
さ
わ
や
か
・
の
び
の
び
体
操
を
活
用
し
た
保
健
活
動

支
援
事
業
研
修
会
」 群
馬
大
学
　
理
学
療
法
士
　
浅
川
康
吉

・「
家
庭
訪
問
を
手
段
と
し
た
医
療
費
適
正
化

に
向
け
た
保
険
者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　
���

～
群
馬
県
国
保
連
合
会
の
モ
デ
ル
事
業
を
通
し

て
～
」

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

教
授
　
佐
藤
由
美

・
モ
デ
ル
事
業
報
告

　
(1
)�重
複
多
受
診
者
へ
の
家
庭
訪
問
に
つ
い
て

草
津
町
健
康
推
進
課
長
　
土
屋
由
美
子

　
(2
)�特
定
健
診
の
継
続
未
受
診
者
へ
の
家
庭
訪

問
に
つ
い
て

　
　
玉
村
町
保
健
セ
ン
タ
ー
長
　
原
田
清
子

　
　
神
流
町
保
健
福
祉
課
　
黒
澤
郁
美

　
　
　
　
　
・
小
規
模
保
険
者
支
援

「
さ

ち
の

会
」

10
年

の
歩

み
（

平
成

21
年

度
～

平
成

30
年

度
ま

で
）

※
講
師
等
氏
名
の
敬
称
省
略
　
※
写
真
は
太
字
内
容

9



年
度

（
西
暦
）

視
察
研
修
会

（
●
…
県
外
、
○
…
県
内
）

会
員
研
修
会

そ
の
他
、
会
に
関
す
る
で
き
ご
と

保
健
師
等
研
修
会

（
旧
「
在
宅
保
健
師
等
研
修
会
」）

（
群
馬
県
国
保
連
合
会
事
業
）

在
宅
保
健
師
派
遣
事
業

（
群
馬
県
国
保
連
合
会
事
業
）

H
2
5

（
2
0
1
3
）

〇
富
岡
市

・
富
岡
製
糸
場

・
富
岡
市
役
所

・
第
1
回
研
修
会

　
(1
)�「
ご
う
た
れ
（
強
情
）
保
健
婦
・
五
十
嵐

松
代
氏
に
学
ぶ
　
～
保
健
師
っ
て
、
何
だ

ろ
う
？
住
民
を
愛
し
、
住
民
の
中
で
、
住

民
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
～
」

元
新
潟
県
北
魚
沼
群
守
門
町
保
健
婦

五
十
嵐
松
代

　
(2
)�情
報
交
換
会

・
第
２
回
研
修
会

　
�「
長
野
県
栄
村
の
大
震
災
か
ら
学
ぶ
保
健
師
活

動
」 長
野
県
在
宅
看
護
職
信
濃
の
会
　
小
林
澄
子

・
保

健
師

の
歴

史
編

さ
ん

事
業

　
　

冊
子

「
今

、
想

い
を

こ
め

て
未

来
に

つ
な

ぐ
　

　
 ～

新
た

な
一

歩
を

踏
み

出
す

群
馬

の
保

健
師

活
動

～
」

の
発

刊
・
健
康
劇
：
�中
・
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�
1
2
回
上
演

�
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�

8
回
上
演

・
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
交
流
会
　
2
回

・
�「
さ
わ
や
か
・
の
び
の
び
体
操
を
活
用
し
た
保
健
活
動

支
援
事
業
研
修
会
」

　
　
群
馬
大
学

��
�　
��
理
学
療
法
士

��
��
��
��
�浅
川
康
吉

・「
身
近
な
も
の
か
ら
地
域
の
特
性
を
考
え
る
�

　
～
地
区
診
断
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
～
」

医
療
・
保
健
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

西
内
義
雄

・
�さ
わ
や
か
・
の
び
の
び
体
操
を
活
用
し

た
保
健
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
・

特
定

健
診

等
周

知
事

業

H
2
6

（
2
0
1
4
）

●
福
島
県

・
福

島
市

内
仮

設
住

宅
・
�福
島
県
在
宅
保
健
師
の

会
「
絆
」

・
第
1
回
研
修
会
　

　
(1
)�「
新
た
な
１
歩
を
踏
み
出
す
群
馬
の
保
健

師
活
動
」

　
　
　（
歴
史
編
纂
の
冊
子
を
基
に
発
表
会
）

　
(2
)グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
第
２
回
研
修
会

　
(1
)「
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
改
め
て

�
看
護
職
の
存
在
を
見
つ
め
な
お
す
」

　
　
　
　
N
P
O
法
人
公
衆
衛
生
看
護
研
究
所

��
��
��
��
��
��
��
�事
務
局
長
　
菊
地
頌
子

　
(2
)ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　
　「
1
0
0
0
年
後
の
未
来
へ

�
―
3
.1
1
保
健
師
た
ち
の
証
言
―
」

・
設
立
1
5
周
年

・
�「
地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防
推
進
支
援
モ
デ
ル
事

業
」（
厚
生
労
働
省
）
の
密
着
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
会
長

が
就
任
。（
モ
デ
ル
地
区
：
邑
楽
町
）

・
�月
刊
誌
「
群
馬
よ
み
う
り
h
u
m
a
n
」
に
活
動
の
記
事

と
写
真
が
掲
載
。

・
�公
共
ラ
ジ
オ
「
前
橋
c
ity
エ
フ
エ
ム
」
に
会
長
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
関
連
）

・
健
康
劇
：
�中
・
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�

9
回
上
演

�
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�

8
回
上
演

・
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　

�
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
学
習
会
　
　
　
　
1
回

�
現
役
保
健
師
と
の
交
流
会
と
学
習
会
　
1
回

・
�「
保
健
活
動
に
用
い
る
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
知
識

と
技
術
」
日
本
自
然
医
療
協
議
会
認
定
リ
ン
パ

療
法
師
・
日
本
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

協
会
認
定
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
　

辻
谷
洋
子

� � � � �

H
2
7

（
2
0
1
5
）

〇
太
田
市
　
他

・
田
中
正
造
記
念
館

・
製
粉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
足
尾
鉱
毒
展
示
室

・
第
1
回
研
修
会
　
　

　「
日
航
機
御
巣
鷹
山
墜
落
事
故
か
ら
3
0
年

　
　
　
　
・
・
・
群
馬
の
保
健
師
た
ち
の
証
言
」

元
藤
岡
保
健
所
保
健
師
長
　
飯
島
惠
子

元
藤
岡
市
保
健
師
　
　
　
　
岩
崎
桃
恵

・
第
２
回
研
修
会
　

　
　
※
�保
健
師
等
研
修
会
（
国
保
連
合
会
主
催
）

と
合
同
（
共
催
）
で
開
催

・
�「
地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防
推
進
支
援
モ
デ
ル
事

業
」（
厚
生
労
働
省
）（
モ
デ
ル
地
区
：
板
倉
町
）

・
内

堀
千

代
子

姉
を

偲
ぶ

会
・「
腰
か
け
な
が
ら
　
さ
わ
や
か
・
の
び
の
び
体
操
Ⅲ
」

　
講
習
会
（
国
保
連
合
会
主
催
）
の
参
加

・
健
康
劇
：
�中
・
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�
1
0
回
上
演

�
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�

8
回
上
演

・
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
会
員
研
修
会
　
1
回

・
冊
子
編
纂
事
業

　「
日
航
機
御
巣
鷹
山
墜
落
事
故
か
ら
3
0
年
－
群
馬
の

　
保
健
師
た
ち
の
証
言
－
」

・「
歴
史
か
ら
学
ぶ
保
健
師
活
動
の
原
点
」

　
　
　
N
P
O
法
人
公
衆
衛
生
看
護
研
究
所

　
　
保
健
婦
資
料
館
　
事
務
局
長
　
菊
地
頌
子

　
※
「
さ
ち
の
会
」
第
2
回
研
修
会
と
共
催

10



年
度

（
西
暦
）

視
察
研
修
会

（
●
…
県
外
、
○
…
県
内
）

会
員
研
修
会

そ
の
他
、
会
に
関
す
る
で
き
ご
と

保
健
師
等
研
修
会

（
旧
「
在
宅
保
健
師
等
研
修
会
」）

（
群
馬
県
国
保
連
合
会
事
業
）

在
宅
保
健
師
派
遣
事
業

（
群
馬
県
国
保
連
合
会
事
業
）

H
2
8

（
2
0
1
6
）

●
新
潟
県

・
や

ま
こ

し
復

興
交

流
館

　
お

ら
た

る
・
�お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
　

　
そ
な
え
館

・
第
1
回
研
修
会

「
�飯
館
村
で
の
保
健
師
活
動
か
ら
伝
え
た
い
こ

と
」

　
　
　
元
草
津
町
役
場
保
健
師
　
土
屋
由
美
子

・
第
２
回
研
修
会

　
(1
)�「
最
新
の
糖
尿
病
の
知
識
と
保
健
指
導
の

要
点
」

日
高
病
院
糖
尿
病
科
部
長

伴
野
祥
一

　
(2
)グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
健

康
劇

研
修

会
　
　
�高
崎
演
劇
鑑
賞
会
理
事
長
　
�中
野
敏
子

・
冊

子
発

行
　

 「
日

航
機

御
巣

鷹
山

墜
落

事
故

か
ら

3
0

年
～

群
馬

の
保

健
師

た
ち

の
証

言
～

」
・
上
毛
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。（
上
記
冊
子
に
つ
い
て
）

・
 群

馬
テ

レ
ビ

（「
ニ

ュ
ー

ス
　

Ｅ
ｙ

ｅ
」）

に
会

長
以

下
3

名
が

出
演

。（
上
記
冊
子
発
行
に
つ
い
て
）

・
健
康
劇
：
�中
・
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�
1
1
回
上
演

�
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�

1
1
回
上
演

・
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
会
員
研
修
会
　
1
回

・
�糖
尿
病
重
症
化
予
防
支
援
事
業
報
告
及
び
シ
ン
ポ

　
ジ
ウ
ム
（
国
保
連
合
会
主
催
）
へ
の
出
席

・「
現
場
の
保
健
指
導
者
に
期
待
す
る
こ
と

～
健
康
寿
命
延
伸
へ
～
」

千
葉
県
病
院
事
業
管
理
者
（
病
院
局
長
）

千
葉
大
学
客
員
教
授
　
医
学
博
士
　 矢
島
鉄
也

・
�常
勤
及
び
嘱
託
保
健
師
不
在
と
な

り
、
事
業
縮
小
の
た
め
、
さ
わ
や

か
・
の
び
の
び
体
操
を
活
用
し
た

保
健
活
動
支
援
事
業
を
休
止
。

・
特
定
健
診
等
周
知
事
業

H
2
9

（
2
0
1
7
）

〇
上
野
村

・
慰
霊
の
園

・
 御

巣
鷹

の
尾

根
慰

霊
登

山
　（
旧
黒
沢
家
住
宅
見
学
）

・
第
1
回
研
修
会
　
　

　「
�災
害
時
の
保
健
活
動
に
つ
い
て
～
熊
本
へ
の

被
災
地
派
遣
か
ら
～
」

　
　
群
馬
県
健
康
福
祉
部
医
務
課
看
護
係
補
佐

　
　
　
　
　
　
　（
看
護
係
長
）　
原
澤
和
代

・
第

２
回

研
修

会
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　「

災
害

時
対

応
研

修
会

」
　

 (
1

)講
話

と
実

技
　

　
　

　
　

　
　

　
赤

十
字

健
康

生
活

支
援

講
習

指
導

員
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
新

井
典

子
　
�(
2
)「
さ
ち
の
会
」
活
動
紹
介

　
　

・
健
康
劇
：
�中
・
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�
1
1
回
上
演

�
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�

7
回
上
演

・
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
会
員
交
流
会
　
2
回

・「
�健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
保
健
事
業
に
つ
い

て
～
国
の
動
向
・
最
新
事
情
を
踏
ま
え
て
～
」

　
　
千
葉
県
病
院
局
長
　
矢
島
鉄
也

H
3
0

（
2
0
1
8
）

●
長
野
県

・
保

健
婦

資
料

館
視

察
・

 長
野

県
在

宅
看

護
職

信
濃

の
会

と
の

交
流

・
第
1
回
研
修
会
　
　

　「
�慢
性
腎
臓
病
～
富
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
現
状
か

ら
過
疎
地
域
の
透
析
療
法
を
考
え
る
～
」

　
　
�医
療
法
人
社
団
日
高
会
　
富
岡
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
日
高
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　
　
　
　
透
析
室
統
括
室
長
　
高
橋
　
伴
彰

・
第
２
回
研
修
会

(1
)�「
糖
尿
病
患
者
へ
の
栄
養
指
導

の
実
際
」 医
療
法
人
社
団
日
高
会

日
高
病
院
栄
養
課

管
理
栄
養
士
　
横
山
祐
花

(2
)「
さ
ち
の
会
」
活
動
紹
介

・
健
康
劇
：
�中
・
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�

9
回
上
演

�
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
�

1
2
回
上
演

・
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
　
　

会
員
交
流
会
��

1
回

現
役
保
健
師
と
の
交
流
�
1
回

市
町
村
等
訪
問
に
よ
る
現
役
保
健
師
と
の
情
報
交
換

�
1
4
回

(1
)「
�特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
研
究
成
果
を
保

健
事
業
に
活
用
す
る
意
義
」

　
　
　
群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学

　
　
看
護
学
部
看
護
学
科
教
授
　
齋
藤
基

(2
)「
�特
定
保
健
指
導
に
お
け
る
未
利
用
の
理
由

の
構
造
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
事
」

　
　
　
高
崎
健
康
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部
　

　
��
��
�　
看
護
学
科
講
師
　
赤
堀
八
重
子

事
業
報
告

「
�平
成
3
0
年
度
特
定
保
健
指
導
実
施
率
向
上
の
た

め
の
電
話
勧
奨
事
業
に
つ
い
て
」

　
国
保
連
合
会
保
健
事
業
推
進
室
　

　
　
　
　
　
　
　
　
課
長
補
佐
　
茂
木
由
紀

・
特
定
保
健
指
導
利
用
勧
奨
事
業

　（
下
仁
田
町
）
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総会
期日　令和元年5月24日（金）午前

場所　群馬県市町村会館

出席　22名	

　議長に佐々木かほる

さんを選出。昨年度の

事業及び決算を報告し、

今年度事業計画及び予

算案について、承認を

得ました（但し、「災害

支援ボランティア要綱」の内容については後日

役員会にて一部修正の上、承認となった）。

　総会終了後は、地区ブロック別に会員が集

い、災害支援ボランティア等について意見交換

しました。�

第1回研修会
期日　令和元年5月24日（金）午後

場所　群馬県市町村会館

出席　（会員）26名、（市町村、県）10名

講演１「ぐんまの防災」

講師　群馬県総務部危機管理室

主任　志茂　淳之介　氏

講演２「児童虐待防止について」

講師　群馬県中央児童相談所

所長　栗原　真由美　氏

第1回研修会に参加して
山野　紀美江

　「ぐんまの防災」については、最近の災害等

の発生状況や群馬県の危機管理体制、災害への

備えなどについてお話がありました。

　「最近では、広島県や岡山県などの豪雨災害、

北海道や熊本県の地震、台風による被害、県内

でも草津白根山の噴火などが起きている。群馬

県の地勢等からは、土砂災害・山林火災、噴火

災害、震災、風水害や雪害などが起こりうる。」

とのことでした。

　「災害の備えとしては、阪神・淡路大震災の

教訓から、防災、減災の基本は自助、共助であ

る。自分の身は自分で守るために、避難に必要

なものの備蓄や避難場所の確認などを行う。自

らの判断で避難行動をとること。共助では、普

段から地域のつながりを大事にすること、そし

て、情報提供や救援・救助、支援などの公助と

が協力し合い、災害に取り組んでいくことが必

要である。」とのことでした。

　もしもの時に対応できるよう、普段からの備

えを忘れないよう、日頃の努力と啓発活動の大

切さを感じました。

　「児童虐待防止について」では、「県内の児童

相談所での相談件数は年々増加し、平成30年

度は1374件であった。相談内容は、心理的が

49％、次いで身体的、ネグレクトの順となっ

ている。年齢別では小学生以下が81％であり、

主な虐待者は実母50％、実父35％と、実の親

が85％を占めている。」とのことでした。

　「虐待発生の要因として、保護者の被虐待歴、

愛着不全などや家庭内のストレス、社会的孤

立、子どもの発達や障害などがある。虐待され

た子どもは、心身の発達や人格形成にも悪影響

が出てくる。」とのお話がありました。

　児童相談所の権限が強化されてきています

が、地域のつながりが希薄になる中で、家庭の

中で、小さい子どもに起きているので気付きに

くいこともあると思います。悲惨な事件を繰り

返さないためには、ＳＯＳを見逃さないよう、

早期に発見、フォローし、子どものケアはもと

より、親のケアもすると共に、子どもを守り、

育てられる環境についても考えていかなければ

ならないと感じました。

議長の佐々木かほるさん

志茂氏 栗原氏

令和元年度の活動から令和元年度の活動から

12



視察研修会
期日　令和元年8月6日（火）

場所　（午前）臨江閣　見学

　　　ボランティアによる解説

　　　（午後）前橋赤十字病院　見学

　　　	群馬県災害機関病院としての機能説

明、ドクターヘリ・ヘリポート等施設

見学

出席　（午前）25名　　（午後）33名	

臨江閣と前橋日赤視察研修に
参加して

伊原　よし江

�　前会長の鈴木さんが「佐俣先生をお誘いし

たので一緒に行きましょう。」と声をかけてく

ださり嬉しく参加させていただきました。

　佐俣先生には富岡製糸場の視察研修以来お会

いしていないことと、先生は私が保健婦学科の

学生時代の恩師です。車中で沢山お話ができて

とても嬉しかったです。

　臨江閣へ着くと玄関で「さちの会」の川合さ

んが出迎えてくださいました。川合さんは前橋

市の観光ボランティアで臨江閣の解説員として

ご活躍とのこと、素敵な活動ですね！解説員の

方と川合さんのお二人で丁寧に説明していただ

き、有意義な時間が過ごせました。初代県令楫

取素彦は難治県と言われた群馬県を徳治により

治め、教育と産業の振興に力を注ぎ、県会と力

を合わせて廃娼県群馬への道を切り開きまし

た。臨江閣は楫取素彦の提言により地元有志や

企業の寄付で建設された迎賓館です。明治天皇

の行幸の際、行在所として使われ、大正天皇が

皇太子時代に御滞在されました。二階の上段の

間には大正天皇の漢詩が掛けられており、富岡

漢詩の会の初心者教室で教えている鈴木さんに

その漢詩を読んでもらいました。別館二階の大

広間に柱が立ててなくても丈夫な訳は、床下に

太いワイヤーが張ってあるため、と川合さんに

説明してもらいました。昇降機が有り、車椅子

の方も二階が見学できるようになっていたこと

も大変良かったです。

　デザート付きの美味しい昼食後、前橋日赤の

視察を行い、事務の方と看護師のお二人に対応

していただきました。田んぼの中のモンサンミ

シェル新病院は「みんなにとって優しい頼りに

なる病院」をコンセプトに施設設備だけでなく

医療機能も充実強化し、高度急性期、救急医療

を担う中核病院として24時間、365日どんな

患者も絶対断らない、命を守る最後の砦として

活動しています。また、群馬県唯一の基幹災害

拠点病院として大規模災害に備える設備をして

います。ＩＣＵは全室個室、全病床の約半分が

個室。サイバーナイフの導入、ＡＩＨ（人工授

精）の取り組み等研修できました。
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第2回研修会
期日　令和元年12月12日（木）午後

場所　群馬県市町村会館

出席　会員27名、現役保健師等6名

講演１「『さちの会』創立20周年をお祝いして

～在宅保健師に期待すること～」

講師　国民健康保険中央会常務理事

　　中野　透　氏

講演２「やさしさを失わない社会を目指して

～都鳥映画と保健師～」

講師　有限会社ロングラン　映像メディア事業部

　　都鳥　伸也　氏

保健師活動に定年はない？生涯現役！
高橋　和子

　今回は「さちの会」20周年記念ということで、

二人の先生の講演をお聞きしました。最初の講

演は「在宅保健師に期待すること」と題して、

国保中央会の中野氏より、これから団塊の世代

が75歳を迎え、社会保障費が膨大になること

が予想されるため、国は「健康寿命を延ばす」

という目標を立てた。その目標達成のために市

町村は高齢者の保健事業と介護予防を一体的に

実施することが求められているが、何分にも人

が足りない。そこで、在宅保健師に力添えを願

いたいということであった。勿論私達も保健の

プロとして協力は惜しまないつもりだ。「さち

の会」の活動もそうだが、その気になれば、や

り方はいろいろあると思う。しかし、若い頃の

ようにバリバリ動く訳にはいかない。やはり、

国民の健康は国がしっかり予算を取り責任を持

ってやるべきだろう。フレイル予防も大事だが、

更に若い年代からの疾病予防に取り組んで欲し

いと思った。

　二つ目の講演は、37歳の若い映画プロデュ

ーサーであり映画監督でもある都鳥伸也氏の話

であった。「優しさを失わない社会を目指して」

と題して、保健師の応援歌のような話をしてく

れた。都鳥さんが、初めて、沢内村を舞台にし

たドキュメンタリー映画を作った時に、保健師

が村の人たちの健康を守る重要な役割を担って

いることを知り、その時から保健師へ熱い視線

を送り続けている。その後、震災の被災地を巡

り『1000年後の未来へー3.11保健師たちの証

言ー』というドキュメンタリー映画を製作した。

地域に密着して、地域や住民を丸ごと支える保

健師のことを本当に良く分かって下さっている

なあと感心し、感動した。今のように混沌とし

た時代に、「生きる希望を見出せるような映画

を作りたい」と奮闘している都鳥さん。彼の作

品は全て「人のために何が出来るかを考え活動

している人達」が主役である。一見小柄で、物

静かな感じのする都鳥さんだが、その内に秘め

た想いは熱く、後輩保健師と一緒に聞きたい話

だった。今後の活躍を期待したい。

その他の在宅保健師会活動関連

令和元年度都道府県
在宅保健師等会全国連絡会

期日　令和２年２月６日（木）

場所　全国都市会館（東京都）

出席　「さちの会」会長　川島　佐枝子

　　国保連合会保健事業推進室長　大崎　裕美

　講演は、大分県生駒市における高齢者の保健

事業について、介護保険の予防と健康づくりを

一体的実施している事業の概要を学びました。

在宅保健師には、国保の保健事業に従事しても

らい、現職の若い保健師と同行訪問等すること

でその経験を伝える事を期待されています。　

　事例発表の大分県「虹の会」は、健康状態が

不明な高齢者の訪問事業について事例を報告し

ました。神奈川県「いちょうの会」は、平成

25年度から会費を徴収することで、会独自の

中野氏 都鳥氏
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ブロック活動報告

中・北毛ブロック

活動の中心は寸劇
　世話人　新井　静江

　寸劇を初めて10年が過ぎました。始めたこ

ろのぎこちなさはすっかりとなくなり、皆素晴

らしいスターです。会場により出るアドリブは、

適切に地区の様子を取り入れているので、来て

いただいた方の共感を得ています。数年前に伺

い再度伺ったところでは、「前よりずっと良か

ったよ。」とほめていただくことが時々ありま

す。「来年も来てください。」と頼まれることも

増え、演目を変えて伺っています。

　打合せ、反省会等は寸劇終了後のお茶会の時

が当てられますが、この時間が有意義で楽しい

時なのです。寸劇に伺う時のお土産は、みな齋

藤さんが作ってくださっています。また、一年

に一度の親睦を兼ねての宿泊定例会は、今年は

「ヘルシーパル赤城」でした。会員の楽しみな

定例行事になるよう取り組んでいきたいと思い

ます。

西毛ブロック

寸劇を中心として活動
世話人　鬼形　イシ子

　令和元年も寸劇を通して地区活動を実施しま

した。

　最近は、すっかり顔なじみになり、サロン参

加者の皆さんも楽しみに待っていてくださって

います。「去年教わった指体操等を続けていま

す。」という声も聞かれ嬉しい悲鳴です。

　「さちの会」会員もサロン参加者と同年齢に

なり、互いに気持ちが通じ合うようになりまし

た。会員が体験したこと等を寸劇に取り入れて

話すことにより、親しみがより増し、参加者と

上演者が一体となって実施が出来ます。寸劇活

動も地に着き名女優も生まれ、「さちの会」会

員自身も楽しみながら上演をしています。

　「保健師さんの話しはおもしろかった。楽し

かった。」だけで終わるのではなく、家に帰っ

ても続けてもらう事が大切だと思います。マン

ネリ化を防ぐために、シナリオのバージョンア

ップや新バージョンを取り入れたりして、いつ

までも上演依頼が来るように創意工夫をして行

きたいと思います。

　令和元年西毛ブロックでは、悲しい出来事が

ブロック活動報告

中・北毛ブロック定例会

中・北毛ブロック　健康劇上演一覧

回数 実�施�日 場　　所

1 �６月15日（土） 前橋市　富士見町受地会館

2 �６月20日（木） 前橋市　鳥取町公民館

3 �７月�９日（火） 前橋市　嶺町公民館

4 �８月18日（日） 前橋市　紅雲町公民館

5 ８月25日（日） 前橋市　下川町公民館

6 �９月26日（木） 前橋市　表町公民館

7 10月�４日（金） 前橋市　高花台公民館

8 11月15日（金） 前橋市　富士見町公民館

9 11月24日（日） 前橋市　三河町公民館

10 �１月10日（金） 前橋市　富士見町山口会館

11 �２月10日（月） 前橋市　富士見町皆沢会館

事業を開始、健康劇、災害ボランティア研修会

実施の報告でした。

　まとめ：在宅保健師等の活動を周知するため、

会員と国保連合会が連携し、住んでいる地域の

一市民として、行政の事業へ参画を期待したい。
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員の解説を聞きながら見て回ることができま

す。その時は「すごいね！」「へえ！」とわか

った気になりましたが、思い出すのは難しくな

っています。特に岩宿遺跡は「日本列島に旧石

器時代はない」というそれまでの学説を覆した

ことで有名と資料にあります。中学・高校時代

から岩宿遺跡や相沢忠洋氏のことは授業で聞い

ていたのですが、理解していなかった事を改め

て思い知ることとなりました。また、岩宿ドー

ムでは旧石器時代からの地層を観察することが

できます。一見の価値ありです。

　その後は、小平の里に移動して手打ちのうど

ん・そばの昼食。休憩時間を利用して災害支援

ボランティア事業の周知で市町村等を訪問した

様子の報告がありました。

　帰路、大間々町にあるコノドント館ではみど

り市の赤城山を背景にしたジオラマで熊の鳴き

声による出迎えを受け、コノドント化石や農山

村の商家の暮らしや養蚕関係の器具の展示があ

り小中学生の頃を懐かしく思い出しました。

　以前にも「島村の渡し」を視察見学したこと

があり、今後もブロック内の名所旧跡の理解を

深めながら会員交流を計画していきたいと思い

ます。

ありました。会員が11月に旅立ってしまいま

した。寸劇の出席も多く、サロンへのお土産も

専属に作ってくれ、今年最後の上演を10月30

日に終え、12月には新バージョンの練習会と

反省会に出席予定でした。いつも優しい笑顔で

前向きで、西毛ブロックの要の人でした。「皆

さん後は頼みます。しっかり頑張るように。」

と声が聞こえてきます。未だ信じることができ

ませんが、大先輩の教えを大切にメゲずに頑張

って行かねばならないと思います。

東毛ブロック

交流会を実施して
世話人　高橋　好美

　会員の交流会として11月14日にみどり市内

の施設等の見学を出席者へ八人で実施しまし

た。まず、岩宿博物館駐車場に集合し、入場料

310円を支払い博物館へ入場。二階の常設展示

室では、石器等がテーマに沿って展示され、職

西毛ブロック　健康劇上演一覧

回数 実�施�日 場　　所

1 �４月10日（水） 安中市　松井田町南横町公民館

2 �５月27日（月） 安中市　松井田町二軒在家公会堂

3 �７月18日（木） 高崎市　下中居公民館

4 �８月30日（金） 上野村　砥根平９区

5 10月30日（水） 安中市　後閑公民館

6 �１月14日��(火）� 高崎市　萩原公民館

7 �２月�９日（日） 安中市　梁瀬公会堂

佐俣さんを囲んで

岩宿遺跡にて
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　群馬県市町村国保における平成30年度特定保健指導実施率は17.4％で、全国43位と低迷してお

り、実施率の向上を図ることが課題となっています。

　そこで国保連合会では、「さちの会」会員を市町村に派遣し、保健指導の必要な住民に対し電話

勧奨をする「特定保健指導利用勧奨事業」を実施しました。

　今年度は、桐生市、みどり市、榛東村の３保険者で実施しました。

　派遣された会員は、特定健診の結果表を基に、対象となった住民に電話で保健指導の有効性など

を説明し、保健指導の利用勧奨を行いました。住民の普段の食事の様子や、生活習慣等を丁寧に聞

くことにより、保健指導に繋げることができました。

　特定保健指導利用者の増加をめざし、来年度も実施する予定です。

【桐生市実施報告】

○派遣会員数　　２人

○対 象 者　　平成31年度特定健診受診者で、保健指導対象になった方のうち241人

○架 電 回 数　　259回

群馬県国保連合会関連

電話勧奨結果電話対応者

利用希望あり

利用希望なし

わからない

不在・不明

11％

36％

2％

51％

150

100

50

0
本人 家族等 不在・不明

利用希望なしの理由 ※複数回答

健康である　自覚症状がない
生活習慣改善の努力をしている
（運動、食事、禁煙、その他）

医療機関にかかっている

時間がかかる・時間がない

その他

0 5 10
11

23

20

18

21

15 20 25

回

人

特定保健指導利用勧奨事業
実施保険者　桐生市、みどり市、榛東村
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【みどり市実施報告】

○派遣会員数　　２人

○対 象 者　　平成31年度特定健診受診者で、保健指導対象になった方のうち105人

○架 電 回 数　　119回

【榛東村実施報告】

○派遣会員数　　２人

○対 象 者　　平成31年度特定健診受診者で、保健指導対象になった方のうち38人

○架 電 回 数　　85回

電話勧奨結果電話対応者

利用希望あり

利用希望なし

わからない

不在・不明

80
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利用希望なしの理由 ※複数回答

生活習慣改善の努力をしている
（運動、食事、禁煙、その他）

医療機関にかかっている
仕事が忙しい

生活習慣は変えられない
その他
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1

12
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生活習慣改善の努力をしている
（運動、食事、禁煙、その他）

医療機関にかかっている
時間がかかる・時間がない

その他
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在宅保健師「さちの会」に
入会して

中・北毛ブロック　　金井　幸世
　県職員として就職して勤務し平成29年
3月に定年退職しました。その後、新人県
保健師のトレーナーや看護協会での訪問
看護研修担当を経て、今回在宅保健師「さ
ちの会」に入会させていただきました。
総会では、各地域で様々な活動を積極的
にされていることを再認識できました。
また、最近では、会の活動として「災害
支援ボランティア要綱」を市町村保健師
へ広く知っていただくための説明に従事
させていただきました。今後、会員の皆
様とつながりが持てるとありがたいと思
いますので、どうぞよろしくお願い致し
ます。

よろしくお願いします。
中・北毛ブロック　　大谷　和枝

　本年度「さちの会」に入会させていた
だきました、大谷和枝と申します。
　今年度は「さちの会」が創立20周年を
迎える年、元号が令和になった年です。
そんな年にご縁をいただき「さちの会」
に入会できましたことは、幸運なことで
した。
　今後「ああ、あの記念の年に入会した
のだ」と、会を通した活動をする度に、「今
年度」は私の記憶から甦り、月日の長さ、
深さを容易に思い出させてくれるだろう
と思っています。
　群馬の地に嫁いできてウン十年…、い
まだに冬の寒さと乾燥に慣れない私です
が、新たな人脈と勉強の機会をいただき、
自身の見識を深めていきたいと思ってお
ります。どうぞよろしくお願い致します。

入会への挨拶
西毛ブロック　　髙野　美惠

　この度「さちの会」に入会させていただい
た髙野美惠です。
　「さちの会」には、20数年前養護教諭退職
後、育児をしながら伊勢崎市近隣の保健セン
ターで健診等のお手伝いをしていた頃、東毛
ブロックでお世話になった経緯があります。
　60才で協会けんぽのパート勤務を辞め、
その後、高崎市箕郷町に転居しました。慣れ
ない土地で、仕事もせず、所属する場がない
空虚感のような思いでいたところ、元同僚か
らの勧めによって再入会させていただくこと
になりました。今後は西毛ブロックでお世話
になります。どうぞよろしくお願い致します。

よろしくお願いします。
東毛ブロック　　尾池　久美子

　この度「さちの会」に入会させていただく
ことになりました。
　私は、平成29年3月に群馬県庁を退職し、
その後の2年間は再任用として働き、平成31
年4月からは群馬県国保連合会に週3回勤務
しております。
　現役時代の頃も、群馬県国保連合会に勤務
したことがあり、その当時退職する保健師に
「さちの会」の入会を勧めていましたので、
自分が退職した時は入会しなくてはと思って
いました。
　退職する間際の6年間は介護保険分野に在
籍していたので、それ以外の分野の情報に疎
く、保健事業や災害対策等については、頑張
って情報を入手しなくてはと思います。その
ため、入会後は研修会等に参加してしっかり
勉強し、自己研鑽に努め、会の活動に貢献し
ていきたいと思います。先輩方々のご指導を
仰ぎ微力ながら頑張っていきたいと思います
ので、どうぞよろしくお願い致します。

新入会員紹介新入会員紹介

　令和元年度は4名の方が「さちの会」に入会

してくださいました。
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　　２年間お世話になります。

　　会　長　川島　佐枝子
　　副会長　武政　礼子
　　副会長　田子　真弓（事務局）
　　幹　事　髙山　陽子
　　幹　事　鈴木　いせ
　　幹　事　土屋　和子
　　幹　事　赤石　はる子
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― 創立20周年記念号 ―

発　行　　令和２年３月
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E-mail	 hoken@gunmakokuho.or.jp

編 集 後 記　
　創立20周年という記念すべき年に携わ

る事が出来、周囲の職員に助けられなが

ら、事業を行ってこられたことに感謝、

感謝です。また、令和という新しい元号

のスタートと一緒に新たな会の活動に期

待したいと思います。会報も今回から縦

書きから横書きに変更しました。いかが

でしょうか。� （ま）

令和元・２年度役員

令和元年度「さちの会」会員
　総数　55名
　内訳　中・北毛ブロック　26名
　　　　西毛ブロック　　　12名
　　　　東毛ブロック　　　17名

令和元年度「さちの会」年齢構成
（令和2年1月29日時点）
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80歳以上

会員数の推移（人数）
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保健師の資格をお持ちの方で、在家庭や非正規雇用などの方をご紹介ください。
お問い合わせは事務局まで。
お待ちしております。

新しく入会してくださる方を随時募集しています。会員
募集


